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1. 単元名 

 運動とエネルギー（第２章 力の規則性） 

 

2. 単元について 

(1) 時代要請 

  現行学習指導要領理科の改善の基本方針として、①科学的に調べる能力や態度の育成②基礎

的・基本的な知識及び技能の定着と科学の概念を柱とした小・中・高等学校を通じた内容の構造

化③科学的な思考力・表現力の育成④観察・実験や自然体験等の充実⑤理科を学ぶことの意義や

有用性の実感があげられる。また、全国学力・学習状況調査の分析から、生徒自らが予想を立て、

目的意識を持ちながら調べ、結果を分析し、解釈することと科学的な概念をもとに説明すること

の必要性が授業改善の視点となっている。さらに、今年度実施された県学習定着度状況調査の結

果を見ると、実験結果の解釈・事実から自然事象を推定する事項の正答率が相対的に低く、例え

ば 大問８(2) 「蒸散のはたらきを考察できる」県正答率 24.2％ 本市正答率 25.3％・大問 11(2)

「地層の重なり方から堆積した当時のようすを推測できる」県正答率 44.8％ 本市正答率 44.4％

という結果であり、科学的な思考力と表現力の育成とそれに至る実験・観察教材の吟味、かつ言

語活動の充実をねらいとして本単元の授業づくりを行うこととした。 

（2） 教材観 

日常生活の中で生徒は、力を目に見えないものであるもののさまざまな事象を媒介することで

間接的に捉えている。中学校では１学年において、物体の変形・運動の変化・物体が持ち上げら

れたり支えられたりするようすから「力のはたらき」の概念を習得し、ばねに加わる力の規則性・

圧力・水から受ける力をもとにその基本的な性質を捉えている。また小学校においては、てこや

振り子の学習を通して、力と仕事の関連性の基本や運動の規則性について学習している。本単元

では、物体に力がはたらくときの規則性について、定量的な実験をもとに科学的な見方をさせな

がら、運動とエネルギーに関する概念を習得させる。中学校で学習する本単元の定量的な実験と

考え方は、高等学校理科において、物理量の測定と表し方及び分析の手法並びに様々な運動につ

ながるものであり、その系統性を念頭においた指導をしたい。 

(3) 生徒観 

  理科の学習に関しては、物理と化学の両領域に苦手意識を持つ生徒が多いが、観察や実験には

意欲的に取り組んでいる。しかし物事を科学的に思考したり、結果をまとめたりする部分で、な

かなかその楽しさや喜びを見いだせないでいる。また、県学習定着度状況調査の本校の結果を見

ても、「物体にはたらく重力を、矢印で表すことができる」39.0％、「浮力について理解している」

50.0％と、科学的な思考力・表現力の不足や、基礎・基本の定着が不十分だと考えられる。 

本単元の指導にあたって、１学年「身のまわりの現象・いろいろな力の世界」の単元において

力のはたらきと力の表し方について学習している。レディネスチェックをしたところ、絵を見て

力のはたらきを選択させる問題について理解している生徒は 76.0％であった。しかし、重さのわ

かっている物体の重力を作図する問題では、正答率が 20.0％にとどまり、不正解の生徒の 44.0％

が無解答であった。また、実生活において力がはたらいている場面を想定したり、経験をもとに

力のはたらき方を考えたりしている生徒が少ないことが伺われる。したがって、日常生活での場

面をもとにしながら、力のはたらき方について調べる活動と科学的に思考させる活動を行い、そ

の楽しさも実感させながら学習を進めることができる生徒を育成したい。 

 



（4）指導観 

  力のつりあい及び力の合成と分解は、目に見えない力を対象とするほかに定量的な扱いとその

規則性を見いだすことに難しさがあり、生徒にとって興味を惹きにくい単元である。しかし、目

に見えない力であるからこそ、生徒が理解できるようになると自分に身についた見方や考え方の

伸びを実感するようになる。力の合成の指導にあたっては、２力と同じはたらきをする力の関係

を日常生活の場面を想定しながら調べ、その規則性について概念の形成を図った。力の分解の指

導では、合成との違いに留意した単元構成を意識しながら指導にあたりたい。難しさを感じる学

習内容に対して生徒が実感をもって理解できたという変容を価値づけ、指導にあたりたい。具体

的には科学的な思考・表現を養うため、グループでの話し合い活動を設けることにより、自分の

意見を発表するための思考・表現の場面を確保し、他の人の意見を聞くことで思考の幅を広げる

効果を図る。また、ホワイトボードを使って考えさせ、周囲にわかりやすく伝えることを意識さ

せながら表現力の向上を図る。そして基礎・基本の定着のために、考察の場面において習得した

用語を用いて表現させることを意識づけたい。 

  また、本校独自の学習指導過程である「山と高く」に基づいた指導展開を図りたい。 

 

や 向きが異なる２つの力と合力の関係が平行四辺形の２辺と対角線で

表すことができることをチェック 

ま １つの力を２つに分けるという視点で学習課題を設定する。 

と 予想場面を設定し、根拠をもとにした考えを大切にさせることで、

目的意識を持たせながら課題解決あたらせる。 

た グループ内で結果をもとに分析・解釈させ、互いのいろいろな意見

交流と全体での発表をさせる。 

か 力の分解と分力の概念をまとめる。 

く 発展的な内容に取り組ませ、本時で学んだことを生かし、日常生活

での実際にかえすことで学習の継続性を図りたい。 

   

3. 学習内容の系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 単元の目標 

小学校第３学年 
「風やゴムの動き」 
・風の力は、物を動かすこと
ができること 
・ゴムの力は、物を動かすこ
とができること。 

小学校第５学年 
「振り子の運動」 
・糸につるしたおもりが１往復する時間
は、おもりの重さなどによっては変わら
ないが、糸の長さによって変わること 

小学校第６学年 
「てこの規則性」 
・水平につり合った棒の支点から等距離
に物をつるして棒が水平になったとき、
物の重さは等しいこと。 
・力を加える位置や力の大きさを変える
と、てこを傾ける働きが変わり、てこが
つり合うときにはそれらの間に規則性が
あること。 
・身の周りには、てこの規則性を利用し
た道具があること。 

中学校第１学年 
「身近な物理現象」イ 力と圧力 
・物体に力を働かせる実験を行い、
物体に力が働くとその物体が変形
したり動き始めたり、運動の様子が
変わったりすることを見いだすと
ともに、力は大きさと向きによって
表されることを知ること。 
・圧力についての実験を行い、圧力
は力の大きさと面積に関係がある
ことを見いだすこと。また、水圧や
大気圧の実験を行い、その結果を水
や空気の重さと関連付けてとらえ
ること。 

中学校第３学年 
「運動とエネルギー」ア 運動の規

則性 
・物体に働く２力についての実験
を行い、力がつり合うときの条件
を見いだすこと。また、力の合成
と分解についての実験を行い、合
力や分力の規則性を理解するこ
と。 

中学校第３学年 
「運動とエネルギー」イ 力学的エネル
ギー 
・仕事に関する実験を行い、仕事と仕事
率について理解すること。また、衝突の
実験を行い、物体のもつエネルギーの量
は物体が他の物体になしうる仕事で測れ
ることを理解すること。 

高等学校物理基礎 
「物体の運動とエネルギー」ア 運
動の表し方 
・身近な物理現象について、物理量
の測定と表し方、分析の手法を理解
すること。 

高等学校物理基礎 
「物体の運動とエネルギー」イ 様々
な力とその働き 
・物体に様々な力が働くことを理解す
ること。 
・物体に働く力のつり合いを理解する
こと。 

和賀東中学校の学習指導過程 

【山と高く】 

「や」やれるか…前時のチェック 

「ま」的を絞った学習課題 

「と」とことん自力解決 

「た」確かめ合うお互いの考え（活用） 

「か」考えたこと、学んだことのまとめ 

「く」繰り返し学習する 

…重要な事項の確認 



4.  単元の目標 

  物体に力がはたらくときの規則性についての観察・実験を行い、力の基本的な性質をもとに力

のはたらき方に気づくとともに、日常生活の実際と関連づけながら力学に関する見方や考え方を 

 養う。 

   
5. 単元の指導計画及び評価規準 

時 学習活動 

評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 

知識・理解 

１ ２力のつりあい ・物体に２つの異なる大きさの力が

加わる場合、物体がどうなるか関心

を持って考えることができる。 

・物体が動かないとき、２力が一直線

上にあり、向きが逆で大きさが等しい

ことを指摘できる。 

 
・力のつり合い、２力のつり合い

の条件、制止している物体にはた

らく力、垂直抗力、動いている物

体にはたらく力について説明で

きる。 

２ 力の合成  
・物体に力を加えつり合わせるとき、

２力でつり合わせた場合と１つの力

でつり合わせた場合との関係につい

て、実験の結果を分析して解釈し、考

えを表現できる。 

・物体に加えた２力を力の矢印で

記録し、その合力を図に示すこと

ができる。 

 

３ 

本

時 

力の分解   
・支点にはたらく力の角度を変えなが

ら異なる２つの向きに引っぱりつり

合わせるとき、２力の大きさと１つの

力でつり合わせたときの大きさの関

係について、実験の結果を分析・解釈

し、考えを表現できる。 

・１つの物体を異なる２つの向き

に引っぱりつり合わせたときの分

力を図に示すことができる。 

   

４ 慣性の法則 

 

・身のまわりで見られる慣性につい

て関心をもって考えることができ

る。 

  
・慣性の法則について説明するこ

とができる。 

５ 作用・反作用の法則  
・１つの物体が他の物体に力を加えた

場合に受ける逆向きの力について解

釈することができる。 

 
・作用・反作用の法則について説

明することができる。 

６ 力と運動の関係    
・いろいろな物体の運動を運動の

ようすの視点からまとめること

ができる 

 

 

6. 本時の指導 

(1) 指導の構想 

身近な事象をもとにして、荷物を２人で持った場合、どうしたら小さな力で持つことができる 

かについて物体に加わる２力の角度に着目させながら考えさせる。支点にはたらく力の角度を変

えながら２つの向きに引っぱりつり合わせ、角度と力の大きさの関係及び１つの力で引っぱった

ときとの関係について、規則性を見いださせる。１つの力を２つの向きに分けるときに平行四辺

形の対角線と２辺をもとに考えることの有用性にグループ内で言語活動をする中で気づかせると

ともに、生活体験における力のはたらきについて理解できるようにする。 

(2) 目標 

  向きが異なる２力が物体にはたらいている場合の力のはたらき方を調べ、その力が平行四辺形 

 の２辺に相当することを理解し、作図をもとに分力のはたらき方について説明することができる。 

(3) 評価規準及び努力を要する生徒への手立て 

評価規準 おおむね満足できる(B) 努力を要する生徒への手立て(C) 

支点にはたらく力の角度を変えながら

異なる２つの向きに引っぱりつり合わせ

るとき、２力の大きさと１つの力でつり

合わせたときの大きさの関係について、

実験の結果を分析して解釈し、考えを表

現できる。 

【科学的な思考・表現】 

１つの力の分力は、その１つの力を対角

線とする平行四辺形の２辺となることに

気づいている。 

 既習事項である力の合成を想起させ、

その逆の操作であることに気づかせる。 

１つの物体を異なる２つの向きに引っ

ぱりつり合わせたときの分力を図に示す

ことができる。 

【観察・実験の技能】 

示された角度に合わせ、正しく分力をば

ねばかりで測り、図に示している。 

ばねばかりを使ってひもの摩擦力等を

なるべく小さくさせることに留意させな

がら測らせる。平行四辺形の定義をもと

に図示させる。 

 

 



(4) 本時の展開 

 

段

階 
学習内容 学習活動 

・指導上の留意点 
★ 総括に向けた評価【観点】 
☆ 指導のための評価【観点】 

（方法） 
導

入 
５

分 

１ 前時の復習 
 
 
 
 
 
２ 事象の提示 
 
 
３ 課題設定 
 
 
 
 
 
 

・向きが異なる２つの力と合力の関係につ

いて説明する。 
 
 
 
 
・重い荷物を２人で持った場合、どういう

持ち方をすると小さな力で持つことができ

るか考える。 

☆向きが異なる２つの力と合力

の関係が平行四辺形の２辺と対

角線で表すことができることを

説明できるか。 

【自然事象についての知識・理解】 

（発言内容） 
・日常生活で経験する力のはたら
き方をもとに課題設定につなげ
る。 
・重い荷物を１人でもった場合と

２人で持った場合をもとに、１つ

の力を２つに分ける視点を持た

せることと前時とのちがいもと

に課題設定を行う。 

展

開 
35
分 

 
 
４ 実験の説明及び予想・実験 
・１つの物体を２つの力で支え

る。 
 
 
５ 考察 
 
 
 
 
 
 
６ まとめ 
 
 
 
 

 
 
・90ｇの物体を①左右斜め 30°ずつの向き

と②60°ずつの向きに引っぱって支えたと

き、どちらが小さな力で済むか予想を立て

る。 
「30°のときの方がせまくなり小さな力で

済む。」 
「60°のときの方が力が分散される。」 
 
・それぞれの向きに加わる力を測定する。 
・結果を分析して、グループ内でどんなこ

とがいえるか話し合い、発表する。 
「１つの物体を２つの力で支えるとき、角

度が小さいほど小さな力で持ち上げること

ができる。」 
「１つの力で持ち上げたときはその物体の

重さの分の力で持ち上げればよいが、この

力と２つの力の関係は平行四辺形の対角線

と２辺で表すことができそうだ。」 
 
 
 
 
 
 

 
 
・実験用具に示された角度と補助

線にそって正しく測定させる。 
 
 
 
 
 
 
☆目的意識を持ちながら、正しく

実験することができたか。 

【観察実験の技能】 

（行動観察） 

★左右斜め上向きに物体を引っ

ぱって支えたときの力のはたら

き方を科学的に考え、導きだすこ

とができたか。 

【科学的な思考・表現】 

    （記述内容）（発言内容） 

 

 

 

 

 

 
終

末

10
分 

７ 別の事象の提示 
・１つの物体を左右の角度が異な

る２つの向きで支える。 
 
 
 
 
 
 
８ 次時の予告 

 
・90ｇの物体を左右に 30°と 60°の向き

に引っぱって支えたときどちらが小さな力

で済むか作図をもとに予想を立てる。 
・それぞれの向きに加わる力を測定する。 
・結果から３つの力の関係について、学習

した用語（力の分解・分力）を用いて説明

する。 
 
 
・だるま落としの原理について学習するこ

とを確認する。 
 

 
・実験結果の意外性に気付かせな

がら、結果をもとに分力のはたら

き方を科学的に考えさせる。 

 

☆物体の重さと２つの力の関係

を作図をもとに導きだし、表現す

ることができたか。 

【科学的な思考・表現】 

（記述内容）（発言内容） 
 

   荷物を２人で持つ場合の２つの力はどうなっているか 

１つの力をそれと同じはたらきをする２つの力に分けて考えるとき、それらの力が、平行四辺

形の対角線と２辺の関係になっている。【力の分解・分力】 



(5) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                       
               

荷物を２人で持つ場合の 
２つの力はどうなっているか 

【問題】１つの荷物を２人で持
つ場合１人分の力が小さい方
はどちらですか 
Ａ       Ｂ 
 
 
 
 

 
 
 
左右 30° 

 
 
 
左右 60° 

考察 
角度が小さいほど小さい力で持て

る。 
２人の力は平行四辺形の２辺で表

せそうだ。  

まとめ 
荷物を２人で持つ場合、２つの力

は平行四辺形の２辺で表すことが

できる。 
 
力の分解 
１つの力を２つに分けること  
 
分力 
２つに分けた力  

 
 
 
左右 30°
と 60° 


